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VolcanicashfromMt、SakurajimawascollectedtogetherwithrainwatermonthlyfromApril

l985toMarchl986atl41ocationsinKagoshimaCityand71ocationsonSakurajima､Afterthesam-

pleshadbeenfiltered,theresiduewasdriedandweighed,andthefiltratewasanalyzedforSO42~，Ｃｌ‐
andwater-solublematter・

ＴｈｅａｍｏｕｎｔｓｏｆｓｕｌｆｕｒｏｘｉｄｅｓｏｎＰｂＯ２一candleweremeasuredatthesamelocationsaswith

ashfallmeasurement（exceptfor21ocationsofSakurajima)．

Theaveragemonthlyashfallatthel41ocationsinKagoshimaCitywaｓ５２５ｔｏｎ/km2andatthe7

1ocationsonSakurajｉｍａｗａｓ５,110ｔon/km2・Bothvalueswerethelargestinthoseofthelast8fiscal

years(froml978tol985).Thelargestamountofmonthlyashfallinthisfiscalyearwas77,200ｔon／

km2，whichwasrecordedatKurokamiMiddleSchoolinSeptember､Ｔｈｉｓｖａｌｕｅｉｓａｌｓｏｔｈｅｌａｒｇｅｓｔｏｎｅ

ｏｆthoserecordedduringthelast8fiscalyears・ThefallingweightsofSO42~，Ｃｌ‐andwatersoluble

matterforthisyearweregenerallyhigherthanthoseforthelastyear・

TheaverageamountofsulfuroxidesabsorbedonthePbO2-candleonSakurajimaforthisfiscal

yearwasalsolargerthanthecorrespondingaverageforthelastyear・Thelargestamountofthe

absorbedsulfuroxidewas3､１０ｍｇ/100ｃｍ2day,whichwasrecordedatArimuraHaisuichiinFebruary．

１．緒論

桜島火山の噴火・噴煙活動は昭和３０年から続いて

いるが，近年益々活発化し，昭和５８年１０月に黒神中

学校では19,400ton/km2・monthもの大量降灰に見舞

われ，これらの火山灰・火山ガス等の火山噴出物によ

る被害は広範囲で多方面に及んでいる。

著者らは昨年')に引き続き，昭和６０年度における

鹿児島市及び桜島の２１測定地点での降灰量と大気中

の硫黄酸化物量を測定し，また一部の降灰について重

金属成分の分析を行い，また降灰に付着したタール分

分析と降灰の粒度分布測定を行った。

２．実験方法

２．１調査方法の概要

図ｌに示す桜島（鹿児島市桜島地区と鹿児島郡桜

島町一以下桜島と称す）に７ケ所，鹿児島市（桜島

地区を除く鹿児島市一以下鹿児島市と称す）に１４ケ

所，合計２１ケ所の測定地点を設定し，英国規格のデ

ポジットゲージ2.3)に準ずる降下ぱいじん（降灰）捕



古野中学校８九州電力

伊敷中学校９紫原中学校

玉龍高校１０南中学校

原良小学校ｌｌ中山農協

鹿児島市役所１２朝日生命谷山

甲東中学校１３谷山福祉会館

鹿大工学部１４鹿経大
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74～１０５ﾉLdn，１０５～149“､，１４９～２５０ﾒan，250～500ﾉﾋan，

500ﾉ、以上の７種に分級して調べた。

3．実験結果と考察

２．５重金属成分分析法

鹿児島市役所及び有村配水池の昭和６０年４月定期

採取降灰・降水混合試料をろ過して得られた不溶性成

分中のＭｎ，ＣＯ，Ｎｉ，Ｚｎ，Ｃｄ含有率を求めた。実

験方法は前報')に準じて行った。

２．６大気中の硫黄酸化物定量法

前報4)と同じ方法によった。
１５高免小学校

ｌ６桜島中学校

１７国民宿舎桜島荘

１８桜島病院

１９桜島荘（市）

２０黒神中学校

２１有村配水池
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２．３降灰共存降水中の硫酸イオン・塩素イオン

定量法

前報4)に記した方法によった。

３．１月末測定結果

月末測定結果を表１～表２１に，鹿児島市と桜島の

平均データをそれぞれ表２２，表２３に示す。１年間の

測定期間中には，やむを得ぬ事‘情で欠測値になったも

のがあったが，それらは表ごとに示し，そのデータを

除いて平均値を求めた。表24には鹿児島地方気象台調

べの測定期間中における桜島の噴煙活動状況と噴煙の

流向を示す。

集器（ロートの直径約３０ｃｍ，容器の容量２０１，鹿児

島市ではガラス製，桜島ではポリエチレン製容器を使

用）を設置して，毎月末に降灰・降水混合試料を採取

した。採取試料をろ過し，ろ液について降水量（l及

び、､)，ｐＨ，SO42~濃度，Ｃｌ~濃度を測定し，ろ液

の蒸発残さ分から降灰の可溶性成分を求めた。今まで

の研究により，鹿児島市での降下ぱいじんの大部分は

明らかに桜島降灰から成ることがわかっているので，

降下ぱいじん量を降灰量と表現した。また適宜降灰の

不溶性成分中の重金属成分分析,粒度分析等も行った。

一方，桜島中学校，国民宿舎桜島荘を除く１９測定地

点に設置した二酸化鉛キャンドル2.3)により捕集され

た硫黄酸化物も毎月末に測定した。

３．２降灰量

図２に，表２２より得られた昭和６０年度の鹿児島市

１４測定地点の月別平均降灰量を昭和５９年度のそれ'）

とともに，図３に鹿児島市１４測定地点別の年間平均

降灰量を昭和５９年度のそれ')とともに示す。また図４

には，鹿児島市内ではもっとも降灰量の多かった吉野

中学校と鹿児島市役所の月別降灰量を示す。図２．３

によると，鹿児島市１４地点の年平均降灰量は５２５

ton/km2・monthで，昭和５９年度の２１１ｔon/km2・

monthの約２．５倍，またこれまでもっとも大量降灰の

あった昭和５３年度の２３８ton/km2・monthに比較し

ても倍以上の量降灰に見舞われたことがわかる。

また図２によると，昭和６０年度の鹿児島市１４測定

地点の月別平均降灰量は，８月に2,456ｔon/km2・

monthと，今まで最高だった昭和５９年６月の1,220

ton/km2・monthの２倍以上の莫大な数値を示し，昭

和６０年度の鹿児島市における降灰がいかに多かった

かを物語っている。

測定地点別に考察すると，吉野中学校では８月に

8,720ton/km2・monthの大量降灰に見舞われ，これは

昭和３０年来の記録であった昭和５９年度鹿児島市役所

２．２降灰量測定方法

前報4)に記した方法によった。

２．４タール分分析及び粒度分析

鹿児島市役所，桜島荘（市）及び黒神中学校の昭和

６０年４月定期採取降灰について，ソックスレー抽出

器でアセトン可溶のタール分を測定した後，脱タール

試料についてふるいにより，０～４４ﾉﾋａｎ，４４～７４ｊ〔ａｎ，
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表３玉龍高校

鹿児島大学工学部研究報告第２８号（1986）

硫黄
酸化物

､g/lOOcnf・

ｄａｙ

０．１３

降水量

月

2.31，５８４ 1２９ ２
１
０
０
５
６
０
０
７
６
０
３

２
１
５

１．８ 2８１，５７３ 1１8９１４．７４
５
６
７
８
９
ｍ
、
皿
１
２
３
｜
軸

＊

６．３

８
０
７
３
５
３
３
６

０
１
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

３
４
２
２
５
３

●

●

●

●
●

●

２
０
６
１
０
０
０
０
０
０

４
９
８
３
７
６
３
９
９
４

１

１
３
１
１

２
６
１
６
７
６
４
８
８
５

■
●
●
●
●
●
白
●
●
●

３
１
２
６
０
０
０
０
０
１

1，０２８

１，９１３

１，８５４

１，４００

２８１

３８

１２４

８０

１６３

１７５

３
１
５
２
５
８
３
４
６
１

２
１
１
２

０
３
８
２
６
６
７
４
０
７

５
２
６
２
８
４
２
８
７
７

０
９
８
４
２
１
１
１

９
９
９
９

１
１
１
１

０
９
４
６
８
０
５
１
５
４

０
５
２
０
４
８
８
４
７
１

１

１
１

７
７
７
１
４
６
２
３
８
９

２
０
１
１
９
９
３
０
７
９

２
２
１
２
１

７
４
４
３
３
４
５
４
０
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
５
５
５
５
５
５
５
５
３

０
６
３
９
６
８
３
３
５
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

６
４
８
４
６
６
２
７
５
７

１
１

１

､g/100cm２．

aｙ

３
３
１
１
６
７
６
７
６
４
８
６
０

１
１
１
０
３
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

＊不純物混入のための欠測値

表４原良小学校

．

【）‐０４

Ｎ

０

ｒｌ

Ｌ｣

【）

【)．(】

３ 〔)．３６

『
】

【)‐(］

ｒｌ

Ｕ 〕．０６

Ｊ，０

【)．０６

【)．ｌ(】

Ｊ，０６

平均

月

４
５
６
７
８
９

０
１
２

１
１
１

１
２
３

硫黄
酸化物

降水量

０ ｍ、

ｐＨ

不溶性
成分

ton/km2．
month

可溶性

成分

ton/km2．
month

降灰量

ton/km2．
month

蒸発

残さ

､g／０

硫酸イオン

､g／２
ton/km2．
month

塩素イオン

､g／０
ton/km2．
month

８
４
０
３
６
４
２
４
４
８
１
９

●
●
づ
●
●
●
●
●
■
●
●
●

４
４
６
４
８
５
７
６
２
６
５
６

１
１
１

１

6９

８
０
６
４
３
４

０
３
０
２
２
０

２
２
２
１
２
１

２
５
８
４

９
３
９
７

1００

５．２

４．３

４．６

５．３

５．１

５．２

５．１

５．３

５．４

５．２

５．２

４．１

１，１５４

６７

５８３

２，７４４

４，１７９

３１５

１２９

４
３
７
１
０

３
８
３
２
５

３
２

７
７
９
４

１
４
５
１

３
８
４
６
３
１

１，１５８

６９

６００

２，７９１

４，２３９

3２９

１３２

２
７
３
４
０

４
８
４
２
５

８
０
２

４
１
７

206

７
４
０
１
３
７
３

７
６
３
８
０
６
４

４
１

７

１３

０

lＯ

８８

370

１０

２
０
７
０
０
５

８
３
０
０
３
２
３
５

●

●
●
●
●
●

●

●

８
０
２
６
６
２
０
０
０
０
０
０

１
４

8０

５
９

４
８
２

３
４
２

５
６
９
９
５
６

２
９
０
２
９
０
５
６
３
８
４
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

５
０
２
６
５
５
０
０
０
０
０
０

1３０ 783 １４ 797 ６．４ ２．４



＊捕集器破損のため硫黄酸化物以外は欠測値

１４９

r1

L』

表 ５鹿児島市役所

平均

竹下・前田・今吉・大木：鹿児島市及び桜島の大気汚染（降灰）調査（第８報）

表６甲東中学校

４
５
６
７
８
９
皿
、
皿
１
２
３

月

〕４

「
〕

＊

平 均

９
７
０
１
●
。

－
１
１
Ｉ

硫黄
雌化物

ｍg/100(･肝・

ｄａｙ

０．１４

０．１５

０．１２

０．０４

（).６４

０．１２

（).０９

（).０９

０．０７

０．１２

０．１１

０．１０

０．１５

４
５
６
７
８
９
叩
皿
吃
１
２
３

０．１４

０．１８

０．１９

０．１２

０．６４

０．１７

０．１１

０．１２

０．０９

０．１１

０．１４

硫黄
雌化物

/100cm‘・

ｄａｙ

、９
月

降水量

０ ｍ、

ｐ Ｈ

不溶性
成分

ton/km2．
month

可溶性
成分

ton/km2．
month

降灰量

ton/km2．
month

蒸発

残さ

､g／０

硫酸イオン

mg／０
to､/km2．
ｍｍｔｈ

脱素イオン

､g／０
ton/km2．
month

４
４
１
１
１
８
０
６
２
３
３

●
●
■
●

●
●
●
●
●
■
●

４
２
５
５
１
５
７
２
５
５
６

１
１
１

１

6３

８０１

220

2２０

１６２

８４

lＯ２

８
５
７
１

３
７
７
９

７
２
８
０
４
８
８
４
４
４
３

●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

４
４
４
５
５
４
５
５
５
５
４

625

1６３

９６３

５，０３８

４６８

９
５
７
４
９
０

５
６
８
６
５
７

２

６
６

1８

８６

４
４
８
３
３
４
２

6３１

1６９

１
４
２
３
４
０
８
３
２

８
２
７
６
７
９
６
６
７

９
１
４
２

５

４
５
１
２
４
８
８
５
６
０
６

９
３
８
４
２
４
７
７
１
５
１

４

3７

０
７

284

９
３
０
７
４
０
４

２
５
０
５
３
３
２
４

●

●
●

●
■

●
●

２
０
１
５
１
０
０
０
０
０
０

５

１６

６

1３

５８

２
１
６
１

1０

９
６
７

０．９

１．１

２．９

１．３

０．３

０．９

０．７

０．３

０．６

０．５

０．７

１

1１９ 715 １３ 728 ５．６ 1．８

降水

！ ｍ、

ｐＨ

不溶性
成分

t()n/k、
ｍ()nth

２

可溶性

成分

t,ｍ/k、
ｍｍｔｈ

２

降灰量

ton/k、
ｍＩｍｔｈ

２

蒸発

残さ

､g／《

硫酸イオン

､g／Ｉ
t')n/km2．
、!)nth

蝋素イオン

､g／Ｉ
ｔｍ/km2．
ｍ()nth

５．２

１４．５

１７．６

１７．１

９．３

１５．０

７．９

６．３

２．７

６．５

５．４

６．７

7４

０９２

2５５

２４７

１３５

２１７

５
１
９
４
８
７

１
９
３
９
７
９

１

８
４
０
２
２
５
２
０
４
３
３
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
４

659

9７

770

２，６９０

５，１５３

８０３

２２５

５
７
３
４
８

７
９
７
７
３１

７
４

８
８
９
２

１
４
７
３

５
７
２
５
４
１

666

1０１

７８８

２，７３８

５，１５３

８０３

２２５

５
７
３
４

７
９
７
７

１３８

９
１
９

９
２
６

219

582

８
６
１
４
７
８

４
４
７
５
５
４

１

５

5３

０

１１

８
４
７

８
８
２
５

３
０
６
３
０
３

７
８
２
８
８
３
２
２
３

●

●
●
●
●
●

●
●

●

３
０
２
９
８
５
０
０
０
０
０
０

１
７

1７

３

２
０
４
８

１
３
５
５

５
６
９
９
６
８

２
７
０
５
３
６
６
６
４
７
５
８

●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
０
３
６
７
２
０
０
０
０
０
０

１

1３８ 893 1８ ９１１ ９．３ ２．９



４．５

１３．１

１５．１

１９．２

７．０

１３．５

５．６

５．７

150

４
５
３
１
０
７
１
３

６
８
１
７
０
９
８
８

１
２
２
１
１

表７鹿大工学部

５
９
６
４
４
６
０
１

，
●
●
●
●
●
●
●

４
３
４
５
５
５
５
６

６７１

１１３

１，８１２

１，８１３

２，１７４

２０５

２６７

７１

)（

）．１６

'1

Ｌ』

。
『
型

ｒ１

Ｌｊ

'１

Ｊ

【１

表８九州電力

４．７

３．８

４．８

６
５
０

６
５
７

硫黄
酸化物

､g/100cm‘、

ｄａｙ

０．１８

０．１８

０．１５

０．０６

０．３１

０．１２

０．１１

０．１４

月

４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
皿
１
２
３
｜
例

＊

鹿児島大学工学部研究報告第２８号（1986）

５
３
３

●
●
●

０
０
０

０．１０

０．１１

０．１０

０．１４

８
５
３

６
５
９
４
５
６
６
０

１
２
１
１
１

６７６

１１８

１，８３１

１，８３８

２，１８９

２２１

２７３

８０

２
９
８
２
６
２
７
７

９
２
８
０
４
８
７
０

１
１

１

６
１
２
９
８
０
０
０

４
２
１
６
１

８
２
８
６
８
０

●
●
●
●
●
■

２
０
４
４
６
２
０
０

５
９
３
１
４
３
６
７

１

１
１
２
３
１

９
７
８
７
４
５
３
６

●
●
●
●
●
●
●
●

０
１
２
２
２
６
１
０

４
５
６
７
８
９
叩
、
吃
１
２
３ ０．１０

０．１５

５．６

５．６

５．１

６
６
１

６
３
９

３
３
１

９
９
２

６
３
９

１５

４５

１３

１
０
５

１

６
３

●

●

０
０
０

月

５
４
９
９
２
２
４
３
１
５

１
１
０
３
１
１
１
１
１
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

平均

＊工事のため欠測値

硫黄
酸化物

、g/lOOcm3．

ｄａｙ

０．１６

降水量

Ｉ ｍ、

ｐＨ

不溶性
成分

ton/km2．
mrDnth

可溶'性

成分

ton/km2．
ｍ〕nth

降灰量

ton/km2．
、)nth

蒸発

残さ

､g／０

硫酸イオン

､g／０
to､/km2．
month

塩素イオン

mg／０
ton/km2．
month

７
７
６
５
８
２
３
１
８
７
９
８

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｇ

５
３
５
７
８
７
５
６
３
６
５
６

１
１
１

１

２
６
４
２
７

８
９
２
５
２

１
２
２

１

246

６
７
４
６
５
７

７
８
５
９
８
９

２
１
６
３
２
２
５
８
５
２
４
８

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●

５
４
４
５
５
５
４
５
５
５
５
４

9７６

１２３

１４９

907

333

９
９
９

１

１

２

224

６
０
９
２
６
６

８
４
４
３
２
４

１

５
５

８
０
０
３

１
４
２
２

６
８
３
５
３
８

9８２

１２７

１６７

947

352

248

９
９
９

１

１

２

１
８
２
７
８
４

９
４
５
３
２
５

１

０
５
１
１
４
５
６
１
７
６
９
６

７
２
８
８
５
９
７
８
４
１
２
７

１
１

2０

２

１４

６５

７９

５
６
０

1０

１
０
５

１

５
４
２
４
０
２
４
６
９
。
５

●
●
●
●
●
■
●

●
●

●

１
０
３
４
０
１
０
０
０
０
０
０

１
１

９
７

０
５
１
８
４

１
２
２
３
１

８
７
８
５
４

７
４
１
６
７
４
０
８
４
７
５
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
１
２
５
２
９
１
０
０
０
０
０

1３５ 591 1２ 603 ２．８ ２．１



月

１５１

４
５
６
７
８
９

表９紫原中学校

０
１
２

１
１
１

１
２
３

L】

表１０南中学校

．

硫黄

雌化物

【
】

。

『
】

r１
Ｕ

Lヨ

【］

()．

竹下・前田・今吉・大木：鹿児島市及び桜島の大気汚染（降灰）調査（第８報）

aｙ．

０．１３平均

､g/lOOCnf．

､g/lOOmf．

１
８
９
９
２
５
６
６
３
６
４
７
６

２
１
１
０
２
１
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

ａｖ
~

０．１５

′７

０．１６

().()６

０．３６

０．０８

０．１２

０．１２

０．０５

０．０８

０．０９

０．１４

８
９

月

４
５
６

平均

１
２
３

０
１
２

１
１
１

硫黄
酸化物

降水量

４ ｍ、

ｐＨ

不溶性
成分

ton/k、
month

２
●

可溶性
成分

ton/km2．
month

降灰量

ton/km2．
month

蒸発

残さ

､g／０

硫酸イオン

mg／０
ton/km2．
month

蛎素イオン

､g／Ｉ
ton/km2．
month

１
６
５
６
０
１
７
２
２
４
４
６

●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●

５
２
５
７
０
５
４
６
３
６
５
６

１
１
１
１
１

３
２
４

７
８
２
１

２

254

1４４

218

８
９
６
２
８
５

６
８
４
９
７
９

０
９
４
４
２
５
０
９
６
４
５
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

５
３
４
５
５
５
４
５
５
５
５
５

4５１

１１２

968

553

799

348

２１２

９
９
，

１
１
１

６
５
０
０
５

５
５
４
５
９

３
７

８
６
４
３

１
１
１
４

７
７
３
３
４
３

454

１１９

９８６

５６９

8１３

３９１

ツ

ワ

，

１
１
１

９
３
８
３
４
８

１
６
５
４
５
９

２

１
２
０
１
７

４
４
８
７
９

1９６

０
８
０
１
９
８

０
６
７
４
４
２

１

０
０

７
２
６
３

１
１
７
３
４

８
０
６
０
０
2１

９
６
５
１
５
３
１

●
●
●
⑤
●
●
●

０
０
３
２

6８

７
０
０
０
０
０
２

０
２
２
０
４
２
４

１
１
１
１
１
８
２

９
７
８
５
４

７
２
６
２
１
９
６
８
４
７
４
４

●
●
●
Ｇ
●
●
●
●
●
●
●
●

０
２
２
２
２
７
１
０
０
０
０
０

１

1３０ 562 １１ 573 ７．１ ２．７

降水

Ｑ ｍ、

ｐ Ｈ

不溶性
成分

ton/km2．
month

可溶性
成分

ton/k、
month

２
●

降灰量

ton/km2．
month

蒸発

残さ

､g／０

硫酸イオン

mg／《
ｔｍ/km2．
ｍ(ｍｔｈ

堀紫イオン

mg／Ｑ
t!)n/km2．
ｍｌｍｔｈ

６
４
１
１
５
１
６
７
９
５
７
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
２
５
５
７
１
４
６
２
６
４
７

１
１
１

１

6６

１７９

218

２１８

１０９

１
６
５
２
４
８
１

６
６
９
４
９
６
０

１

１

２
２
４
４
４
３
０
８
４
０
３
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●

５
４
４
５
５
５
４
５
５
５
５
４

252

139

954

1，２３５

９５９

１７６

１０５

３
６
９
０
５

２
３
１
１
３

３
５

1９

１９

９

1４

５
７
２
６
４
２

256

144

973

１．２５５

８
０
０
０
８
５
４
７

６
９
１
３
３
２
１
３

９
１
１

５
９
７

５
２
８

１０１

３
７
４
９
９
９
１
７

８
８
７
６
４
６
５
１

０
０

３
４
４

１
３
２

１
５
０
７

１４

０
４

９
５
７
２
３
３
０
４

０
０
２
６
２
０
０
０
０
１
０
０

０
８

１

２
２
３
１
７

１
１
１
２
１

８
８
９
５
３

６
４
６
３
４
４
１
８
３
７
４
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

可
１
リ
』
ワ
と
１
１
ｎ
ｄ
肴
１
〈
Ｕ
ハ
Ｕ
八
Ｕ
ｎ
〉
八
Ｕ

１１８ 329 ８ 337 １．２ １．３
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表ｌｌ中山農協

表１２朝日生命谷山

硫黄

酸化物

､g/lOOcmF．

ｄａｙ

０．１３

０．１３

０．１４

０．０２

０．２４

０．１７

０．０８

０．０７

０．０７

０．０５

０．０３

０．１０

０．１０

月
《

４
５
６
７
８
９
，
，
吃
１
２
３
｜
刊

４
９
１
１
７
９
０
８
２
７
４
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
１
１
０
４
１
０
０
０
０
０

７
４
７
６
９
７
７
９
４
７
８
６

２
１
５
４
２
６
７
８
５
３
４
１

２
２
８
０
８
６
４
０
７
３
０
０

１

１

１
４
９
３
３
３
３
２
１

●
●
●

●
●
●

●
●

●

０
０
１
０
１
３
０
０
０
０
０
１

６
５
５
５
４
４
５
７
５
８
４
２

２
１

２
３
３
９
５
４
５
９
２
３
４
２

１

１

３
６
６
９
７
８
０
７
３
３
０
７

８
２
１
０
９
３
５
１
１
１
１
１

２
３
３

２
２
４
６
７
２
０
８
６
４
４
０

●
●
●
●
●
ロ
●
●
●
●
●
●

５
４
４
５
５
５
４
５
５
５
５
５

１
４
２
０
２
４
５
７
０
９
６
５

８
２
０
０
９
２
４
１
１

２
３
３

５
９
４
０
１
３
８
９
７
２
８
２

●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
■
●

５
３
６
６
１
４
４
６
２
７
５
７

１
１
１
１
１

９
１
７
１
０
６
９
０
０
４
３
４

７
０
３
３
６
０
６
０
４
０
８
０

２
２
２
１
２
１
１
１
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１
４Ｌ

、、Ｃ

０．１２

６
４
７
５
０
７

１
１
１
０
２
１

●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０

njg／IOU

【)．１６

[〕

Ｆ１

L｣
【】

Ｒ
Ｌ』 ()．２０

[〕 可
】

｢、

し

Ｆ可

Ｌ』

aｙ

』

９
７
７
６
６
１

０
０
０
０
０
１

缶
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
【)．０６

０
１
２

１
１
１

月

４
５
６
７
８
９

mg/100cm鯉。

１
２
３

硫黄
化合物

．

降水量

２ ｍ、

ｐＨ

不溶性
成分

ton/kIn2。
month

可溶性
成分

ton/km2．
month

降灰量

ton/km2．
month

蒸発

残さ

､g／４

硫酸イオン

mg／０
ton/km2．
month

塩素イオン

､g／2
ton/km2．
month

２
８
６
１
４
１
２
０
６
５
４
４

●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●

５
０
４
３
１
２
３
５
１
６
５
７

１
１
１
１
１

7４

'５５

２０９

１８７

１６４

１７３

６
２
３
３
７

４
７
２
９
７

1０６

５
２
６
６
７
４
０
８
８
８
６
７

●
●
巳
●
●
●
●
●
●
●
●
●

５
４
４
５
５
５
４
５
５
５
５
５

1６８

５
３
９
７
４
５
８
５
３
２
８

４
４
３
３
４
６
２
２
２
１
５

２
４
１
ツ
１

２
３

lｌ

ｌｌ

ｌＯ

５４

４
８
２
５
４
４

1７０

９
４
０

４
５
５
２
４

１，１４７

８
８
６
７
８
６
３

９
６
３
２
２
１
６

弱
詔
記
妬
弱
的
副
３

lＯｌ

９
２
０
６

９
６
５
３

０
０
５
０

１５

１７

５
０
６

2２

０
５

０
４
０
２
１
７
５

０
０
１
０
２
３
０
０
０
１
０
０

７
６
５
４
８
３１３
1９

８

１０

８
５
３

５
０
１
７
４
０
９
６
２
７
４
３

●
Ｂ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
１
１
０
１
３
０
０
０
０
０
０

２

1１５ １９１ 1０ 2０１ ０．７ ２．６
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１
２
３

表ｌ３谷山隔祉会館

硫就
雌化物

竹下・前田・今吉・大木：鹿児島市及び桜島の大気汚染（降灰）調査（第８報）

＊欠測値

表１４鹿経大

０．１２

．

』

＊

月

４
５
６
７
８
９

ａｙ

０．１０

０．０８

０．０３

０．１８

０．３７

０．１１

０．０９

０．０５

０．０３

０．０４

()．()７

０．１１

､g/100(､m患．

４
５
６
７
８
９

ａＶ
Ｃ

０．２１

０．１９

０．２３

０．０８

０
１
２

１
１
１

０．２２

０．１１

０．１３

０．０７

０．０７

０．０８

０．１３

()．１３

１
２
３

月
､g/lOOcnr．

硫黄
化合物

平均

．

降水量

２ ｍ、

ｐＨ

不溶'性

成分

ton/km2．
month

可溶'性

成分

ton/km2．
month

降灰量

ton/km2．
month

蒸発

残さ

､g／４

硫酸イオン
ク

mg／０
ton/km2．
month

端素イオン

､g／０
ton/km2．
month

０
９
３
４
９
３
６
３
３
６
９
３

●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
。
●

５
３
７
７
８
６
４
８
４
７
５
８

１
１
１

１

7２

201

250

251

128

235

6６

120

6２

lｌＯ

８５

1２０

９
６
６
１
７
３
３
２
２
２
４
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●

５
４
４
５
５
５
４
５
５
５
５
４

３
２
３
８
８
６
９

４
１
５
４
０
１
１

４

３
６
４
３
８

１

４

1３

３
９
９
３

１３

３
４
４
１

４
７
５
１
６
５
１
７

４
１
６
５
１
２
２
１

４

８
８
７
９

５
２
１
２
７
８
１

１
２
５
１
６
３
４
1０３

４
５
８

４
４
４

８

０
９
９
０

１７

４
０
０
７
４
０
３

７
２
２
９
５
３
３

●
●
●
●
ゆ
の
●

０
１
２
０
２
０
０
０
０
０
０
０

３
３
３
３
７
９
９
７
６
８
６
３

２
５
７
６
９
１
３
７
４
８
５
４

●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
印

０
０
０
０
０
２
０
０
０
０
０
０

1４２ 5２ ６ 5８ ０．７ ０．７

降水鼓

｛ ｍ、

ｐＨ

不溶性

成分

ton/k、
month

２

可溶性

成分

ton/km2．
month

降灰堂

t｢)n/k、
ｍI)nth

２

蒸発

残さ

､g／（

硫雌イオン

､g／Ｉ
tOn/km2．
ｍ()nth

珊紫イオン

､g／(ノ
ton/km2．
ｍ()nth

５．６

１２．１

１５．７

１５．０

１０．９

１３．８

５．０

６．０

２．４

６．１

５．０

７．１

8１

５
７
６
７
０

７
２
１
５
０

１
２
２
１
２

２
７
５
８
２
２

７
８
３
８
７
０１

４
２
６
５
５
３
１
２
６
４
５
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

５
４
４
５
５
５
４
５
５
５
５
４

1１２

３２

９２

1９０

６６０

４
３
６
２
２

２
４
１
１
１
７

1５

１

６

1２

８

１６

２２

３
６
２
４
４
２

３
８
５
９
６
６
６
２
４
６

１
３
０
９
７
４
４
２
１
１

１

１
１
６

１１

１７

４
３
５
４

１
３
５
４

２
１
３
９
０
９
７
４

０
１
４
６
６
５
４
１

１
１

(）

(）

３
３
０
７
６
０
７
７
０
８

１

５
１

０
６
９
４
４
３
３
９

●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
３
０
７
１
０
０
０
１
０
０

４
５
４
３
１１
4５

６
７
７
８
４
３

３
８
０
６
７
９
４
７
２
６
３
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
６

０
０
１
０
１
８
０
０
０
０
０
０

１２６ １０１ ７ lＯ９ １．３ １．３
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3,945

１，０１４

表１５高免小学校

2３

１２
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』

F１

Ｌｄ

、
〕

【)．０４

ｎ
Ｊ

Ｆ１

Ｊ

表ｌ６桜島中学校

０．０２

０．１２

０．２０

０．３５

０．５２

研酸イオン 硫黄
酸化物
､g/100cm盤．

ｄａｙ

月

７．４

１３．３

1０７

１９２

．aｙ

０．１１

０．１４

０．０３

０．０４

０．０１

０．０５

０．１８

０．１５

３，９６８

１，０２６

234

６５

＊

４
５
６
７
８
９
，
，
皿
１
２
３

1０１

４

1０．１

０．８

6８

１４

６．８

２．７

９
５
２
０
８
６
３
１
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
５
４
８
５
２
６
６
６

２
１
１

７
４
５
５
４
８
２
９
９

１
２
０
１
８
３
９
８
８

３
２
２
１

４．６

４．０

４．５

４．１

４．７

４．８

４．４

４．１

３．６

３，４５０

２４，００９

１２，５４８

２，０９７

１４９

７８３

７３７

２，３８７

５４４

３
２
１
７
７
４
３
９
７

１
４
７
１
１

１

３，４６３

２４，１５１

１２，６１９

２，１１３

１５６

７８７

７４０

２，４０６

５５１

８
１
０
４
６
６
９
１
２

４
３
６
４
７
０
３
０
７

６
３
１
１
２

９
３
４
７
０
０
７
６
６

２
３
７
６
１
２
６

４
１

２
３
６
７
４
１
３
５

●
●
●
●

●
。
●
●

８
７
４
７
０
０
２
６
０

９
３

４
９
５
１
５
７
９
１
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
８
３
０
０
１
４
２

３
５
２
３
７
６
７
４
４
４

４
４
２
１
２
４
２

１

＊腐敗のため欠測値

月

４
５
６
７
８
９
１０

1１

１２

１
２
３

硫黄

酸化物
､g/lOOcnf

降水量

０ ｍ、

ｐＨ

不溶性

成分

ton/k、
month

２
●

可溶性
成分

ton/km2．
ｍ()nth

降灰註

ton/km2．
month

蒸発

残さ

､g／４

硫酸イオン

､g／０
ton/km2．
month

塩素イオン

､g／０
ton/km2．
month

９
０
５
９
６
７
３
８
６
６
６
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

８
７
０
２
６
６
０
６
２
６
７
９

１
２
２
１
１
１

８
６
６
１
９
４
９

２
４
９
３
３
４
４

１
２
２
３
２
２
１

８
７
６

９
３
９

１０９

134

２
６
２
８
８
２
４
５
３
４
０
０

，
●
。
●
●
●
●
●
■
●
●
ｅ

４
３
４
３
４
４
４
３
４
４
４
４

８
５
８
０
４
３
０
０
３
５

７
５
６
６
３
６
７
０
８
１

７
９
６
５
５
２
５
４
７
０

９

７
９

９
９

９

１

９
４
７
２
１
544

486

1１

１
１
０
３
６
４
０

２
４
７
１
６
１
１
５

１１

１１

８

１，７８９

９７７

９，７０９

４，６３０

５４７

７，３２９

２，５８４

４１０

７８８

１，０２６

５５５

493

３
０
８

９
９
３１

240

5３

269

６
２
６
０
７
３

９
０
１
３
９
５

１
１
１

1９

２

５
５
０
２
５

３
６
４
１
１
１

０

１２

３５

４
３

２
５
３
０
４
４
２
５
８
５
４

●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

２
０
０
９
９
７
２
０
０
２
０
０

１
１

２

４
８
２
９

３
２
４
５

５

5４

１７

２６

２６

３８

１６

２６

４．１

６．６

１２．３

１７．１

１．１

１３．２

２．４

２．７

１．１

３．１

１．８

３．７

176 ２，５４６ 2３ ２，５６９ 6.3 ５．８



155

『
〕

表１７国民宿舎桜烏荘

竹下・前田・今吉・大木：鹿児島市及び桜島の大気汚染（降灰）調査（第８報）

０．６３

１．３７

０．３３

２．８２

０．１１

０．４８

０．４８

０．３０

０．４２

０．３６

【］

８

K】

表１８桜島病院

平均

/100cm‘

ｄａｙ

L』

．

、９

４
５
６
７
８
９
皿
、
皿
１
２
３ ０．２９

０．６６

硫黄
嬢化物

４
５
６
７
８
９
皿
ｕ
皿
１
２
３

月

硫黄
酸化物

､g/lOOcnf、

ｄａｙ

０．３０

一

平均
一

月

降水量

！ ｍ、

ｐＨ

不溶性
成分分

ton/k、
month

２
●

可溶性
成分

ton/k、
month

２
●

降灰量

to､/km2．
、 onth

蒸発

残さ

､g／４

硫酸イオン
Ｐ

mg／４
ton/km2．
month

蜘素イオン

､g／０
ton/km2．
month

６
５
３
２
２
３
４
５
４
１
４
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

６
４
７
２
２
２
６
７
２
６
６
７

１
１
２
１
１

9６

207

248

319

175

177

9２

1０７

４
７
２

３
８
９

１０２

６
４
１
０
１
０
５
０
３
５
４
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
３
４
４
４
５
３
５
４
４
６
４

８，３０１

６４１

４，１９３

１３，３４２

２８，４５３

１，２１３

１，１４７

１３５

２１５

５９

２２０

１，２４６

６
３
７
８

２
１
４
６

1４３

８

１８

７
３
．
３
６
５

８，３２８

６５４

４，２４０

１３，４１０

２８，５９６

１，２２１

１，１６５

１４２

２１８

６２

２２６

１，２５１

295

6３

189

2４１

８１４

４７

200

４
６
８
９
５

６
７
３
５
４

９
５
５
８
９
０
０

６
６
７
６
１
２

１

７

０
８

1３

０
９

２
１
１
０
７
８
８
３
０
０

●
●
●
●
●
●
●

●
●

●

５
１
６
２
４
１
１
０
０
１
０
１

１

１
２
３１

２
１
７
５
８

５
３
４
６
９
３

5８

４
９
８
３
６

７
１
７
３
２
４
１
５
３
６
３
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
６
１
８
７
０
５
０
０
０
０
０

１
１
１

1４５ ４．９３０ 2９ ４．９５９ 1６．３ ５．５

降水鼓

！ ｍ、

ｐＨ

不溶性
成分

tnn/km2．
ｍｏｎｔｈ

可.溶性
成分

ton/k、
２

ｍ()nth

降灰域

ton/km2．
month

蒸発

残さ

､g／《

硫雌イオン

mg／Ｉ
ｍｎ/km2．
ｍ()nth

蝋素イオン

mg／（
t''n/km2．
ｍ()nth

１
１
０
４
１
２
４
９
７
９
９
２

●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●

６
９
６
８
０
５
６
５
２
５
５
６

１
１
１
１

8８

１３１

230

265

1４６

０
２
５
９
５
５
９

２
９
８
３
８
８
８

２

４
９
１
６
２
８
７
８
１
３
９
７

●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
■
●

４
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
３

２，６２１

２０８

２，１５５

５，２８５

１３，８０９

２，５９５

１，４５１

２１４

５２８

3５８

２９５

544

1９

４

０
６
２
６

３
２
８
１

９
８
７
６
５
７

２，６４０

２１２

２，１８５

５．３１１

１３，８９１

２，６１０

１，４６０

２２２

535

363

300

5５１

０
０
２
９
０
１
６
０
０
９
６
２

３
３
３
０
６
７
９
９
７
７
５
７

２
１
１
５
１

1１４

０

３５

２４

４１６

２１

１６

０
７

2０

０

2９

４
０
６
９
７
４
３
４
８

●

ゆ
●
●
●
●

●
●

９
０
８
５
０
４
１
０
０
１
０
２

６

5２

1１

3３

２１

1７８

６

1７

７

3８

２３

５

2４

３
３
７
９
０
２
５
６
７
７
５
３

■
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
１
７
４
６
１
１
０
１
１
０
２

２

1３０ ２．５０５ 1８ ２．５２３ 7.9 ４．５
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表１９桜！;$易iｆ（市）

４４７３

鹿児島大学工学部研究報告第２８号（1986）

硫雌イオン

壷ﾌ7~F７

噸素イオン 硫黄

化合物

､g/lOOcnf・

ｄａｙ

０．８６

０．０９

０．１１

０．０６

０．０３

０．２９

０．３９

１．０７

１．０３

１．２８

２．３０

２．６６

０．８５

性
肺
、
｜
蝿
蝿
鉦
珂
８
６
２
７
２
０
２
９

０
７
６
２
６
４
８

５
５
６
０
２
６
７

榊
肺
Ｗ
ｍ
－
４

６
５
１
６
６
３
５

月 ton/km2・
ｍＩｍｔｈ

mg／０ｍ、

８
２
４
７
５
４
６
０
７
２
３
４

６
１
１
９
３
６
３
８
１

１

１
３
４
１

３
７
６
２
２
８
７
２
５
７
８
５

５
３
１
１
９
０
１
５
１
１

０
６
０
７
６
６
６
８
５
８
０
８

６
７
７
５
１
４
７
７
３
８
３
１

９
４
９
８
５
５
６
０
２
７
８

９

９

９
９
９
９
９
９
９

４
１
６
５
１
６
６
３
５
１

５
５
９
９
４
８
２
１
２
３
８
７

８
３
５
３
４
２
４
０
５
５
３
９

２
２
１
１
５
５
８
２

０
４
３
４
７
６
２
０
０
０
２

●
●
●
。
●
●
●

●
●
●
■

３
０
３
１
２
６
１
０
４
７
０
１

１

１

１
５
１

１
５
３
２
３
７
６
２
３
５
０
４

●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●

４
１
１
０
０
６
０
１
２
５
２
５
１

８２

２０９

２３４

２０９

１８１

１７７

３４

１０４

２１

６１

９８

９２

６
３
７
０
３
７
８
８
４
５
４
５

●
●
●
●
●
●
●
■
●
印
●
●

４
４
４
５
５
４
４
４
４
４
４
４

２
７
４
７
７
０
５
１
３
９
８
９

２
１
４
１
１
２
８
２

４
５
６
７
８
９
皿
皿
廻
１
２
３
｜
州

硫黄
酸化物

、g/100cm‘

ｄａｙ

０．１５

０．１９

０．０７

０．３３

０．０３

０．３２

０．２０

０．１５

０．１３

０．２１

０．０６

０．１８

０．１７

［
月
４
５
６
７
８
９
、
、
吃
１
２
３

ｕ

表２０黒神中学校

。

P1

L』

rｌ
Ｕ

F１

ＬＪ

ｒ１

Ｌ」

ｒｌ

ＬＪ

』

口

降 水量

！ ｍ、

ｐＨ

不溶'性

成分

ton/km2．
month

可溶性

成分

ton/kIn2．
month

降灰量

ton/k,m2．
month

蒸発
残さ

､g／４

硫酸イオン

､g／０
ton/km2．
month

塩素イオン

､g／０
ton/km2．
month

４
１
１
３
０
７
１
０
３
２
３
５

●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●

９
８
２
２
７
４
６
９
３
７
８
０

１
２
２
１
１
１

133

255

313

315

240

208

8６

1２８

4７

lＯｌ

ｌｌ７

１４９

３
０
８
１
３
０
２
０
２
４
２
９

●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●

４
４
４
４
５
４
４
４
４
４
４
３

1０，１４５

６７１

１，０７０

７，７７６

２１

７６，８３３

８，０２５

２，５０９

３，９９２

４，０３３

２，０５８

１，３１９

4０

４
９

6１

３

９
９
４
６
２
０
３

９
４
２
２
２
１
１

３

1０，１８４

６７５

１，０７９

７，８３７

２４

７７，２３３

８，０７４

２，５３３

４，０１８

４，０５５

２，０６８

１，３３２

317

１７

２９

218

1２

１．９２５

７
１
２
４
２
９

８
８
９
５
８
７

５
１
４
２

216

５

1３

７６

４

１．１８９

290

６
４
１
０
６

２
１
６
１
１

４

１
３
１
１
０
８
３
４
８
３
２
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

７
１
４
１
１
６
４
３
１
５
１
２

２
２
４
２
２

２

4８

１２

４

4１

３

２
７
０
８
７
８
３

８
３
４
７
８
２
３

１
１

０
０
１
３
７
７
４
３
１
６
５
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

６
３
１
１
０
７
１
５
４
７
３
５

１

３
１

１７４ ９．８７１ 5５ ９，９２６ 3０．０ ８．１



表２２鹿児島市14地点平均

157竹下・前出・今吉・大木：鹿児島市及び桜烏の大気汚染（降灰）調査（第８報）

表２１イi村配水池

､１２

~1

L｣

＊不純物混入のため欠測値

【
】

【
〕

L）．〔】

『可

L』

「
Ｊ
Ｆ
Ｌ

'1

L』

Ｌ
ｚ
３
３
抗
い
い
い
い
い
臥
一
Ｌ

不溶性成分

ｔon/km2、
mOnth

１
Ａ
４
４
Ｆ
Ｄ
ｑ
〉
〔
Ｉ
向
あ
〔
Ｉ
Ｆ
リ
ハ
０
－
ハ
渦

降灰量

ｔｍ/km2・
ｍＩｍｔｈ

(）

(）

(）

(）

(）

(）

(）

(）

(）

(）

(）

(）

５
４
５
１
４
０
１
７
７
９
９

１
１
０
３
１
１
１
０
０
０
０

台
■
母
巳
、
■
●
●
●
●
●

硫酸イオン

ｔ()n/km２．
ｍ()nth

硫就雌化物

、g/l()()(｡､f・
ｄａｖ

可溶性成分

ｔ､､/k､２．
ｍ()nth

,蝋素イオン

ｔ,)n/km２．
ｍ()nth

１．２３
７
２
６
６
４
８
５
３
８
３
８
５

０
８
０
３
５
３
７
４
６
４
６
８
２

６
７
５
４
４
１
５

９
９

１
２

５
５
句
Ｉ
５
ハ
ｂ
０
５
（
石
ハ
．
４
４
ワ

、
１
ワ
］
ワ
］
ワ
］

月

９
２
５
１
９
４
３
７
１
３
９
６

９
８
８
１
２
１
７
３
６
４
５
８

５
６
５
４
４
１

９
９

１
２

３
３
４
８
６
０
１
３
０
７
６
０

７
９
３
２
３
１
８
９
４
９
７
０

１
２
２
１
２
１

１．８

０．２

２．６

８．５

２２．０

２．３

０．３

（）

０．３

０．６

（）

０．７

０．１５４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
ｎ
１
２
３
－
刊
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表２３桜脇７地点-平均

硫酸イオン

ｔ()n/km2・
month

硫黄雌化物

、g/lOOmf・

ｄａｙ

０．４１

０．２４

０．５０

０．２５

０．５８

０．２１

０．３８

０．６１

０．７６

０．６３

１．１７

１．２０

０．５８

塩素イオン

ｔ,,n/km2・
mnnth

不溶性成分

ｔ'１，/k､２．
ｍ()nth

川

０
９
４
０
７
１
０
５
１
８
６
８

●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
７
１
３
０
７
０
５
６
６
５

３
１
４
５
１

６
４
２
０
１
５
８
７
８
６
０
２

■
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●

５
３
６
８
１
０
３
１
１
３
５
３

１
１

０
０
６
８
６
１
９
１
１
５
７
３

４
１
２
３
５
９
１
１
１
１
３
１

７，７３８

７１７

３，２６１

５，３９４

９，６２７

１６，３１５

４，１４８

９５０

２，６６６

２，８１７

５，１２４

２，５２０

lOl

209

259

286

197

203

９５

１０３

３５

８５

１００

１０７

７．６９８

７０７

３．２３５

５，３５６

９，５７１

１６，２２３

４，１３０

９３９

２，６５５

２，８０３

５，０８６

２，５０７

４
５
６
７
８
９
ｍ
、
吃
１
２
３
－
判

表２４桜烏の噴煙活動（昭和60年度）

５
１
２
ｍ
０
７
ｕ
７
１
５
６
４

３
０
４
旧
８
昭
８
６
略
６
２
０

月

噴煙の流れた方向
噴煙回数

鹿児島大学工学部研究報告第２８号（1986）

１
０
０
０
１
０
２
０
０
０
０
０

４
５
６
７
８
９
叩
皿
⑫
１
２
３
｜
州
＊Ａ：鹿児島地方気象台の分類による４～６の大型噴煙

＊＊Ｂ：同じく１～３の'1､咽または中型噴煙

小計

１３９

１０３

１１８

１５３

１２０

１６１

１６８

１５２

１７８

１３９

１０９

１１９

１，６５９

肥
４
０
７
０
皿
配
船
弱
蛇
卿
型

０
０
０
２
０
６
０
０
４
１
０
０

８
９
０
４
０
Ⅳ
ｍ
ｕ
９
８
６
ｍ

師
記
卵
詔
弱
釦
伽
剛
卯
飢
蛇
拠

９
７
４
６
７
３
０
０
５
２
５
５

４
４
６
７
５
６
４
２
６
４
１
３

３
０
４
４
７
０
１
３
１
０
０
０

２
０
１
２
２
０
０
１
０
０
０
０

旧
９
肥
皿
、
２
７
５
５
１
２
７

０
０
１
１
０
０
２
１
５
１
１
０

田
９
６
１
１
，
犯
肥
調
”
詔
羽

０
０
０
１
０
４
２
３
４
３
１
０

０
０
１
２
０
４
０
１
０
１
０
０

皿
皿
６
５
５
８
Ⅳ
５
ｕ
７
３
３

０
０
０
９
３
４
２
０
３
０
０
０

吃
廻
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竹下・前田・今吉・大木：鹿児島市及び桜島の大気汚染（降灰）調査（第８報）
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の5,100ton/km2・monthl)，昭和５３年８月吉野中学

校の3,780ton/km2・month4)を凌ぐ新記録であった。

さらに鹿児島市役所８月の５，１５３ton/km2・month，

表６の甲東中学校７月の５，１２４ton/km2・monthも昭

和５９年までの月別降灰量の記録を上回っており，昭

４５６７８９１０１１１２１２３年
半
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図４吉野中学校・鹿児島市役所における月別降

灰量
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図３鹿児島市測定地点別年間平均降灰量
6000

和６０年度における鹿児島市特に甲東中学校以北の鹿

児島市北部と中央部の降灰は'凄まじいものであった。

表１～表１４でわかるように，この年も鹿児島市では

南部になるほど降灰量が少なく，中山農協・鹿経大な

どでは年間平均降灰量がlOOton/km2・month以下と

少なかったが，しかし例年よりは多量の降灰量であっ

た。

表２４によれば，この年の桜島の噴煙回数は合計

1,659回で，前年の1,652回')と比べてあまり変ない

ものの，大型噴煙Ａの回数が前年より多く，特に東

風及び南東風時のＡ回数の多かったことが，鹿児島

市に記録的降灰をもたらした原因であろう。

図５に桜島月別全島平均降灰量を昭和５９年度のそ

れ')とともに，また図６に桜島７測定地点別の年間平

均降灰量を昭和５９年度のそれ')とともに示す。

図５．図６の年平均値５，１０６ton/km2・monthは，

今までの最高値であった昭和59年度の2,940ｔon／

km2・monthを大きく上回り，昭和５９年度の１．７７倍

に当る記録的大量降灰であった。図２．３の鹿児島市

の年間平均降灰量525ton/km2・monthに比べても約

１０倍という比較にならない程の大量降灰であった。図
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図５桜島月別全島平均降灰i童

５によると降灰が1,000ton/km2・month以下と比較

的少なかったのは５月，１１月の２ケ月のみであり，従

来の観測で見られた数ケ月続く低活動期（昭和５９年

度は８月から１１月まで）は昭和６０年度は見られず，

１年中活発に噴火・噴煙が続いたことがわかる。

図５の桜島月別全島平均降灰量は，今まで昭和５３

年８月が7,180ton/km2・monthと最大で4)，ついで

昭和５９年６月6,750ton/km2・month，昭和６０年２

月6,740ton/km2・monthであったのに対し，昭和６０

年９月には16,315ton/km2・month，同じく８月には

9,627ton/km2・monthと大巾に記録を更新し，昭和

６０年度は正に桜島大活動の年であったことがわかる。

図６の測定地点別年間平均降灰量を見ると，昭和

６０年度降灰量は高免小学校以外は各地とも昭和５９年

度を大巾に上回り，もっとも降灰量の多かったのは火

口の東側に位置する黒神中学校で9,926ton/km2・

month，次いで有村配水池6,667ton/km2・month，以

下桜島病院，桜島中学校の順となり，各地点とも従来

の降灰記録を大巾に上回る大量降灰を受けた。

図７～図９に桜島７測定地点における月別降灰量を

示した。図９黒神中学校９月の77,233ｔon/km2・

monthは，今までに測定された地点別月間降灰量の最

高記録，昭和５８年１０月黒神中学校の１９，３９３ｔon／

km2・month，同第２位の昭和５３年８月桜島中学校の

図６桜島測定地点別年間平均降灰量

０

18,810ton/km2・monthを大巾に上回る驚威的莫大降

灰量であった。これは１ケ月に１，２当り７７ｋｇ以上の

降灰ということであり，おそらく１０ｃｍ以上に達する

厚さのものと考えられ，その地区の住民の方の難儀は

大変なものであったろうと推察される。さらにこの年

は桜島病院８月の28,596ton/km2・month，桜島中学

校８月の24,156ton/km2・monthなども従来の地点別

月間降灰記録を塗り変える大量降灰で，桜島では北・

西・南西側各地点で春から秋にかけて，東側・南側の

各地点では秋から春にかけての冬季の大量降灰が目
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立っている。これは表２４に見られるように，この年

桜島の噴煙活動は年間を通して活発に行われまた大型

噴煙の回数が多く，その時期・時期の季節風によって，

風下における各地区特に南岳噴火口に近い東側・南側

の各地点が大量降灰の被害を受けたことが示されてい

る。昭和５７年度6)58年度5)59年度')と桜島における降

灰量は増加の一途を辿っていたが，６０年度に至って

遂に爆発的な大量降灰へと増加したことが良くわか

る。
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３．３可溶性成分．硫酸イオン．塩素イオン降下

量及びｐＨ

図１０には表２３より描いた桜島全島平均可溶性成

分．SO42~・Ｃｌ~降下量を示す。これらの成分は特に農

作物や金属の腐食に悪影響を及ぼすものである。

図１０によると，可溶性成分の年平均降下量は３１

ton/km2・monthで，従来の最高であった昭和58年度

の２３ton/km2・month5)を大巾に上回り，また９月の

９１ｔon/ｋｍ２・month，８月の５６ｔon/ｋｍ２、monthは，

今までの最高であった昭和５８年５月の４４ton/km2・

month5)を大巾に上回り，昭和６０年度の降灰は可溶性

成分も多く，大変汚ない降灰であったことがわかる。

SO42~については，例年と同じように降下量が可溶
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図１１タール分分析・粒度分布（４月）

４０卜円

鹿児島市役所

タール分:0.22％

桜島荘（市）

３．４タール分分析と粒度分析

分析結果を図１１に示す。タール分は空中で排煙な

どから吸着した油分であるが，鹿児島市内で採取した

鹿児島市役所が一番多く，桜島では少ない。

粒度分析については，桜島の２ケ所がほぼ同じ傾向

を示し，500～１４９ﾒ､lと４４ﾉ、以下の成分が多く，大

黒神中学ホ

タール分:0.12％

父
4０

３．６硫黄酸化物

図１２に表２２，表２３より得た，鹿児島市及び桜島

の月別平均硫黄酸化物量を示す。鹿児島市は８月に，

おそらく大量降灰に伴う桜島噴気の影響と思われる

0.31ｍｇ/ｌＯＯｃｍ２・ｄａｙとや、大きな値を示したが，

総じて低い値を示した。年平均値は昭和５７年度０．１７，

昭和５８年度０．１５，昭和５９年度０．１３と下っていき，

昭和６０年度は０．１２ｍｇ/100ｃｍ２．ｄａｙとさらに低下

し，汚染度が小さくなってきており喜ばしい傾向であ

る。しかしながら桜島全島平均値は昭和５７年度から

昭和６０年度にかけて，0.41,0.53,0.45,0.58とむ

しろ増加の傾向にあり，特に１２月から３月にかけて

タール分:0.14％

3０
９（

川
＞－s(】

２０

０

（
訳
）
掛
仲
化

5０

川ｉ昌
匡
ｏ
Ｅ
・
副
Ｅ
ご
ロ
ｇ
）
咽
催
塑

二言可

鹿児島大学工学部研究報告第２８号（1986）

５９０

２０

＜1０

７９

＜９

ｎ
、
。
’
ｎ
４
ｕ

Ｍ
Ｃ
Ｎ
Ｚ
Ｃ

体において例年と同じ傾向であるが，鹿児島市役所降

灰については昭和５９年６月降灰')よりも，著しく粗

い成分が少なく，細かい成分が多いのが特徴であった。

これらは噴煙規模と風力の如何に支配されるものであ

る。

ｰ

１
平
均一月

図１０桜島全島平均月別可溶性成分

SO42-，Ｃｌ一降下量
３．５重金属成分

分析結果を表２５に示す。鹿児島市役所・有村配水

池降灰いずれも例年と大きな違いは見られなかった。性成分降下量と同一の傾向を保っており，こちらも年

間降下量が15.4ton/km2・monthで，今までの最高で

あった昭和５８年度の８．６ton/km2・monthを大巾に上

回った。また月単位でも９月の５０．１ton/km2・month，

８月の４３．７ton/km2・monthは，今までの最高であっ

た昭和５９年６月の２７．９ton/km2・month1)を大巾に上

回って汚ない降灰であった。

Ｃｌ‐についても，同じく年平均降下量が５．３ton／

km2・monthで，今までの最高であった昭和５６年度

の４．６ton/ｋｍ２・monthを上回っていたが，これは大

量降灰のせいであると考えられる。

降灰共存降水のｐＨについては，4.0未満の強酸性

を示したのは，鹿児島市内１６５例中４例（約２．４％）

のみであったのに対し，桜島では８３例中９例（約

１０．８％）と多かったが昭和５９年度よりはその数が減

少していた。

表２５重金属成分分析結果

有村配水池

含有率(、g／kg）
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は，今までの観測史上例を見ない高度汚染であり，住

民の健康への被害が心配される。黒神中学校の汚染状

況は低く，降灰とはあまり関係のないことがわかる。

有村地区は噴石被害のため住民移転が計画されている

が，硫黄酸化物汚染の健康上の見地からも移転が望ま

しい。

図１３測定地点別年平均硫黄酸化物
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昭和６０年度の調査結果を要約すると，この年鹿児

島市は年平均降灰量５２５ton/km2・monthで，これま

でもっとも降灰量の多かった昭和53年度降灰量２３８

ton/km2・monthの倍以上の激しい降灰に兇舞われた。

これは東及至南東の季節風の吹<４月～９月に桜島の

大型噴火が多かったためで，いろいろな意味で住民の

受けた被害は大きかった。桜島は同じく年平均降灰量

が５，１０６ton/km2・monthと，鹿児島市の約１０倍の莫

大量の降灰に見舞われたが，これは今まで最高値で

あった５９年度の2,940ton/km2・monthを大巾に上回

る記録的降灰であった。地域的には東側に当る黒神中

学校が，９月に77,233ton/km2・monthと想像を絶す

る大量降灰があったほか，年平均値でも9,926ton／

km2・monthと記録的な大量降灰に見舞われた。さら

に有村配水池，桜島病院，桜島荘（市）など南岳噴火

口の南及至南西に位置する測定地点での降灰も多かっ

た。

酸被害・塩害などを起す降灰中の硫酸根などの可溶

性成分も総じて多く，この年の降灰は多いと同時に又

悪質の降灰でもあった。

大気中の硫黄酸化物については，鹿児島市で近年漸

減の傾向が認められたのは喜ばしいことであったが，

桜島では漸増の傾向があり，昭和６０年度は全島平均

で０．５８ｍｇ/ｌＯＯｃｍ２・ｄａｙと今までの最高値を示し，

時期的には１２月から３月にかけて汚染が大きく，地

域的には降灰量とは無関係で，有村配水池・桜島荘

（市）・桜島病院などの南部・南西部の汚染が激し

かった。有村配水池では，２月に３．１０ｍｇ/ｌＯＯｃｍ２・

dayと今までの最大汚染を示しており，健康への被害

が心配される。同地区では大きな噴石被害もあり，移

転など早急の対策が望まれる。

最後に桜島の噴煙データを提供して戴いた鹿児島地

気象台に厚く感謝の意を表雲する。
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平
均

３４５６７８９１０１１１２１２

－月

図１２硫黄酸化物

多く，１月・２月のそれぞれ1.17,1.20ｍｇ/lOOcm2・

dayは今までに例を見ない高濃度であり，図５の降灰

量とは必ずしも関係せず，１２月から３月にかけての

冬季に大量の噴気があったことを示している。

図１３に１９測定地点の年平均硫黄酸化物量を示した

が，昭和５９年度と異なり，有村配水池が１．１２ｍｇ／

lOOcm2・ｄａｙと測定開始以来の最大の汚染状況を示

し,ついで桜島荘(市),桜島病院などの汚染が甚しかっ

た。表２１の有村配水池の２月３．１０ｍｇ/lOOcm2・ｄａｙ
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